










要約 

1.昭和 49～53 年間の鹿児島県における妊産婦死亡において。 

1)死因は,その他(羊水栓塞,循環障害は一般に最高率),妊娠中毒症・出血の順で,本土で妊

娠中毒症が増し離島で出血が減少する傾向を示した｡ 

2)本土離島いずれでも一般に,死亡例では,経産が多く,既往症は妊娠中毒症,心疾患,糖尿

病などの順で,異常が発現してから 5 時間以内に死亡するものは約 55%を示し,死亡時期は

分娩時が減少の傾向を示した。 

3)年令別死亡率は 35 才以上のものが高率で本土で最近これがめだっていた。 

4)母子健康手帳の交付を受けなかったものや,受診回数の 4回以内は本土で高率で,離島で

はまだ自宅分娩のものがあった。 

5)したがって,本県の妊産婦死亡対策としては,高年の妊婦とくに経産婦の把握と検診に努

め,羊水栓塞,循環障害,妊娠中毒症,糖尿病等に注意すべきであるが,とくに本土でこの点

を強調したい。 

6)妊婦コンピュータードックは妊婦の管理に有用である。 

7)妊婦貧血や妊娠中毒症での造血必需物質の低下は,母乳中のこれらにも影響を及ぼすの

で,その対策は妊産婦死亡対策上はもちろん,ひろく母子保健上もきわめて重大である。 


